
 

 

□ 題 字  川崎 賢二 
□ 例 会  毎週水曜 
□ 会 場  都ホテル岐阜長良川 

□ 会 長 川崎 賢二 
□ 副会長 近藤 祐司 
□ 幹 事 波多野光裕 
会報委員長 湖山 浩行 

会長挨拶 【川崎 賢二 会長】 
                      会長挨拶 続き 

                      

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の記録 

第 1880 回 例会 4 月 19 日（水） 
臨時総会 岐阜北RC 定款・細則・

内規の改正について 
クラブアッセンブリー（5） 
次年度事業計画の作成 
担当：会長エレクト・次期幹事 

 

本日の予定 

第 1881 回 例会 4 月 26 日（水）

卓話（8）テーマ「不思議なことが

起こるとき」 
 
 
担当：井戸会員 大島会員 

 

次回の予定 

第 1882 回 例会 5 月 10 日（水）

慶祝行事 
クラブフォーラム（9） 
 
 
担当：青少年奉仕委員会 

 

4 月 母子の健康月間            
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力をしていただきました。誠にありがとうござ

いました。私の予想を超える参加者数に、感謝

とともに驚きでございました。 
今年度は、コロナ禍以前の年間プログラム通

り、順調に会務を運営しておりますが、年に２

回開催する予定でありました献血例会が、１回

しか開催できなかったことが、残念でした。後

ほどのクラブアッセンブリーにて次年度のお話

がでますが、次年度は計画したプログラムが滞

りなく運営できますよう願っております。 
それでは、座右の銘のご披露に参ります。本

日は現在、我がクラブにて大活躍中の近藤祐司

副会長の座右の銘をご紹介します。近藤副会長

は、職業分類は建築工事であり、近藤建築の代

表として、木造住宅建築を中心とした建築業を

営んでおります。先代のお父様の下で働きなが

ら、平成２２年にその事業を承継し、お父様の

代からですと約７０年続いていると伺っており

ます。今年度は、副会長のみならず次期幹事と

しても尽力くださり、次年度の幹事職を務める

にあたり本日のクラブアッセンブリーにて、後

ほど、その意気込みを語ってくださることを楽

しみにしております。 
そのような近藤副会長の座右の銘は、『明日は

明日の風が吹く』でございます。以下、近藤副

会長からのご説明です。 

 皆様、こんにちは。本日は、会長エレクト・次

期幹事によるクラブアッセンブリーとして次年

度事業計画の作成、併せて会長・幹事による臨時

総会を開催します。林会長エレクト及び、近藤祐

司次期幹事、よろしくお願いします。 
また、臨時総会につきましては、波多野光裕幹

事と私の方から岐阜北ロータリークラブ定款・細

則・内規の改定について上程し、皆様に審議をし

ていただきます。今回の改正は、２０２２年に３

年に１度の手続要覧が発行されたことにより、見

直し部分を改正したことによるものであります。

限られた時間内にて慎重審議をしていただけま

すよう、会員の皆様にはスムーズな議事進行にご

協力ください。 
 前回の献血例会には、多くの会員の皆様にご協



 

 

会長挨拶 続き 
                     

会長挨拶 続き 
                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出席報告                  
                      

会員数：39 名 
出席数：28 名／39 名 
出席率：71.79％ 
欠席者：11 名（出席免除 4 名） 

今日どんな大変なことがあったにせよ、明日

は明日で別の成り行きになる。くよくよと心配

し、取り越し苦労をしても始まらない。未来の

ことを心配しても始まらないから気にしないよ

うにする。成り行きに任せて生きるのもよいと

いう意味です。なるようにしかならないから、

時に身を任せて過ごしていく。悩み過ぎてスト

レスを感じるのは、嫌だ。これからも、いいこ

とや悪いことが起きるけど、寝て忘れて今日の

生き方を考えていこうと思います。健康第一で

いないといいことが感じられないから気を付け

て過ごしていきたいと思います。 
 私の方でも調べましたので、付け加えます。

『明日は明日の風が吹く』は、明日のことは明

日案ぜよ、という楽観的な意味を示しているこ

とと言えます。１９３６年（昭和１１年）に米

国にて発刊されましたマーガレット・ミッチェ

ル作の長編小説『風と共に去りぬ』にあるスカ

ーレット・オハラのラストシーンのセリフに、

同様の意味で、『Tomorrow is another day.』（明

日はまた別の日）、もありますが、この言葉の語

源は、幕末から明治期に活躍した歌舞伎の脚本

家である河竹黙阿弥の作品である『上総木綿小

紋単地』が出典であります。『風と共に去りぬ』

は、日本では１９３８年（昭和１３年）に翻訳

され出版されましたので、河竹 黙阿弥が活躍し

た時期から考えますと、彼の発した『明日は明

日の風が吹く』という言葉は、既に当時の我が

国の日常の中では慣用句として浸透していたこ

とと考えられます。 
また、似たような四文字熟語としましては、

『行雲流水』があります。これは、ただよう雲

と流れる水のように他の力に逆らわないで滞り

なく動く自然の悠々とした姿から自然のままな

りゆきに任せて行動するさま、を例えて言いま

す。この『明日は明日の風が吹く』という座右

の銘は意味から、明日の心配をするのではなく

今を精一杯生きるという意味が導き出されま

す。我々の日常生活あるいはビジネスにおいて

も、このような考え方こそが、明日につながる

生き方であることでしょう。後に、『明日は明日

の風が吹く』という言葉を聞く度に、スカーレ

ット・オハラでも河竹黙阿弥でもなく、近藤副

会長を思い出してしまうくらいの意味深い素敵

な座右の銘をご紹介くださり、ありがとうござ

いました。 
なお、今後の企画ですが、『特集 波乱万丈

女の人生』と題したテーマで、何人かの女性会

員の座右の銘を連続でご披露する予定でござい

ます。 
連休を間近に控え、計画を立てている方もい

らっしゃることでしょう。明るく楽しい連休を

過ごせますよう、今から体調管理には十分お気

を付け、来るべく連休を満喫することができる

よう祈念申し上げ、私の会長挨拶とさせていた

だきます。本日もどうかよろしくお願い申し上

げます。ご清聴ありがとうございました。 

近藤祐司会員の座右の銘 



 

 

委員会・同好会報告事項 続き （敬称略） 
                     

ニコニコBOX（敬称略） 
                     

委員会・同好会報告事項 
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月２４日、都ホテル岐阜長良川で行

われました。テーマは、青少年奉仕、インターア

クト、職業奉仕、会員増強と基板整備についてで

す。 
 インターアクトについては、第１０期の記念事

業として始まり３０年が経過しています。奉仕の

精神をもとに活動していますが、あくまで自主性

を大切にして、今後もしっかりとバックアップを

していくことが望ましいと確認をしました。 
 青少年奉仕については、現在はバレーボールの

事業を行う委員会となっているが、本来の考え方

は、職業奉仕と社会奉仕の次世代を担う青少年を

育む奉仕である原点に立ち返った議論をするほ

うがよいとの意見になった。 
 職業奉仕について、「入りて学びて出でて奉仕

する」との考え方で、ロータリーで学んだことを

自社に反映していくことが望ましい。四つのテス

トを会社に掲示するとよいのでは。それ以外にも

職業奉仕四つのテストを配布するとよいのでは。

せっかくロータリーに入会したのだから、単なる

昼食を一緒に楽しむ団体ではないことを感じ取

れるようにするとよいのでは。 
 最後に、会員増強について、どんな人物に入会

国井 省二：お久しぶりです 

片桐順一郎：今日も元気で 

谷川 英喜：地区研修・協議会に参加された方

お疲れ様でした。 

棚橋めぐみ：遅くなりましたが、観桜例会、地

区研修・協議会、ありがとうござ

いました！！ 

案内をするのかという意見があり、基準は難し

いと思うし、時代とともに変わっているとは感

じるとの意見があった。同じ思いや考えをもっ

ている必要はあるとの意見はあったが、基準の

結論には達しなかった。しかし、会員が多いと

活気があり増員をすることはよいことである。

過去の会員数や今年の動向から５０人を早急に

目指すことが望ましいとの意見の一致があっ

た。そのための手法として、夜間例会を増やす。

会員卓話が魅力的なのでアピールできるように

充実した方がよいとの意見となりました。 
 

・Ｉ．Ｇ．Ｍ報告  リーダー 前田吉彦会員 

・２０２３年 国際ロータリー第２６３０地区 
地区研修・協議会 報告 

参加者：林 隆行 会長エレクト 
近藤祐司 次期幹事 
松野秀計 次期情報委員長 
前田裕弘 次期職業奉仕委員長 
岡田一二三 次期研修リーダー 
谷川英喜 次期広報委員長 
柳原健二 次期会員増強委員長 
渡辺俊介 次期社会奉仕副委員長 
三木 淳 次期国際奉仕委員長 
原尾 勝 次期青少年奉仕委員長 
大友芳宏 次期インターアクト委員長 
榊原典夫 次期ロータリー財団委員長 
中野直人 次期米山記念奨学委員長 
棚橋めぐみ 会員 
鈴村隆行 会員 
島戸龍史 会員 

 

林 隆行 会長エレクト 



 

 

委員会・同好会報告事項 続き 
                     

委員会・同好会報告事項 続き （敬称略） 
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アウト イン GROSS  H.D NET 

１ ５０ ４５ ９５ ３０．０ ６５．０

２ ４６ ４４ ９０ １４．０ ７６．０

３ ４２ ４４ ８６ ７．０ ７９．０

・第１０回 岐阜北ＲＣゴルフ同好会 

日程：２０２３年４月２０日木曜日 

会場：岐阜関カントリー倶楽部 東コース 

 

優 勝 鈴村 隆行 

準優勝 西垣 康紀 

第３位 辻  博 



 

 

例会行事 クラブアッセンブリー 

担当 会長エレクト・次期幹事
                     

例会行事 岐阜北ロータリークラブ臨時総会 

担当 会長・幹事
                     

幹事報告         波多野光裕 幹事 
                     

岐阜北ロータリークラブ臨時総会 続き 
                     

委員会・同好会報告事項 続き （敬称略） 
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会のご案内 
                      

第 １８８２ 回 例会 ５月１０日（水） 
慶祝行事・クラブフォーラム（９） 
 
担当：青少年奉仕委員会 

会報・広報 ４月担当 湖山浩行

・定款・規則類集の改正について 
波多野光裕 幹事

岐阜北ロータリークラブ定款（案）、岐阜北ロー

タリークラブ細則（案）、岐阜北ロータリークラ

ブ内規（案）の改訂事項の報告の後、全員挙手

の上、承認に至りました。 

・次年度事業計画の作成の案内 
近藤 祐司 次期幹事

 

・令和５年５月２４日（水） 職場例会の案内 

ドラコン  ＮＯ． ３ 波多野光裕 
      ＮＯ．１５ 鈴村 隆行 
ニアピン  ＮＯ． ２ 岡田 忍 
      ＮＯ． ５ 辻  博 
      ＮＯ．１２ 林 隆行 
      ＮＯ．１４ 林 隆行 
 
大波小波 岡田 忍 
平 和 近藤 祐司 
ベスグロ 辻  博 

波多野光裕 幹事 


